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三菱商事が考えるサステナビリティ

三菱商事の社会貢献活動 23

特集1

明日のエネルギーを創り出す
11「新エネルギー・環境」ビジネスのいまとこれから

企 業 理 念 ー 三 綱 領
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全世界的、宇宙的視野に立脚し
た事業展開を図る。

事業を通じ、物心共に豊かな社会の実現に努力すると
同時に、かけがえのない地球環境の維持にも貢献する。
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公明正大で品格のある行動を旨とし、
活動の公開性、透明性を堅持する。

CSRに関する理念
三菱商事は、創業以来「三綱領」を企業理念としています。CSRに関する指針や方針も「三綱領」に則り定められており、
企業の成長と社会の持続的な発展を両立させることを目指しています。

企 業 行 動 指 針

基本理念
三菱商事は、健全なグローバル・エンタプライズとして、地球環境に配慮しな
い企業は存続しえないとの認識に立ち、あらゆる面での企業活動を通じて地球
環境の保全と改善に努力し、持続可能な発展を目指す。

三 菱 商 事 環 境 憲 章

1. 企業活動の目的
我が社は、事業を通じ、企業価値の向上を図るとともに、有用なサービス・
商品を安全性にも配慮して創出・提供し、物心共に豊かな社会の実現に
努める。

2. 公明正大な企業活動
我が社は、企業活動の展開に当たり、諸法規、国際的な取決め及び社内規
程を遵守するとともに、社会規範に沿った責任ある行動をとる。

3. 人権・社員の尊重
我が社は、人権を尊重し、差別を行わない。また、人材育成を通じて企業
活力の維持・向上を図るとともに、社員の人格・個性を尊重する。

5. 地球環境への配慮
我が社は、地球環境に配慮しない企業は存続しえないとの認識に立ち、企
業活動のあらゆる面において地球環境の保全に努め、持続可能な発展を
目指す。

6. 社会貢献活動
我が社は、社会の一員として、より良い社会の実現に向けて積極的に社会
貢献活動を行う。また、社員による自発的な社会貢献活動を支援する。

4. 情報の管理・公開
我が社は、企業情報を適切に管理するとともに、ステークホルダーを含め
社会一般からの正しい理解を得、透明性の保持を図るため、情報を適時・
適切に公開する。

企業行動方針
1. 環境関連諸法規の遵守
当該国や地方自治体の環境法令・規
則を遵守し、環境汚染の防止に努め
る。また、適用されるべき国際条約
も遵守し、国際基準等を考慮する。

6. 環境憲章の通知と公開
この環境憲章を全ての役員および職
員に対して通知し、全員が理解し、
行動できるよう教育・啓蒙活動を推
進する。なお、この環境憲章は社外
にも公開する。

3. 資源・エネルギー
資源およびエネルギーの効率的な利
用、再利用、ならびに環境負荷の低減
に資するエネルギーの利用を積極的
に推進する。

4. 循環型経済社会
技術の導入や情報の活用を通じ、持
続可能な循環型経済社会の形成に
寄与する。

5. 環境管理体制
この環境憲章に沿い、社内の環境管
理体制の一層の充実と継続的な改
善に努める。

2. 自然環境
資源の開発やその他事業投資・取引
などの展開にあたっては地域社会お
よび生態系への影響に配慮する。

　「三綱領」は、三菱四代社長岩崎小彌太の訓諭をもとに、1934年に旧三菱商事の行動指針として制定されました。旧三菱商事は
1947年に解散しましたが、三菱商事においてもこの三綱領は企業理念となり、その精神は役職員の心の中に息づいています。

報告書対象範囲

三菱商事株式会社、主要連結子会社および関連会社583社

報告書対象期間

2007年4月～2008年3月
（一部、2008 年 4月以降の活動内容を含みます）

報告書発行：2008年8月

報告書発行責任者：代表取締役社長 小島 順彦

お問い合わせ先

住所：〒100-8086　東京都千代田区丸の内二丁目3番1号
 三菱商事株式会社 環境・CSR推進室

電話：03-3210-2359　　　FAX：03-3210-8063

E-mai：mcenv@org.mitsubishicorp.com

WEBサイト：http://www.mitsubishicorp.com

　ステークホルダーの皆様に三菱商事の環境・CSR活動をご理

解いただき、コミュニケーションを深めるために『サステナビリティ

レポート2008』は、三菱商事の「事業とCSR」「サステナビリティ

（持続可能な社会）」「パフォーマンス」の3つのテーマに基づき

全体を構成しています。特集では、三菱商事が考える持続可能

な社会のための主要な課題として、「地球温暖化問題」「水資

源」「生物多様性」「食資源」の4視点から「三菱商事が考え

るサステナビリティ」をご報告しています。

　 私たちは、本レポートを皆様とのコミュニケーションを深め

るためのツールとして活用したいと考えています。なお、詳細

データ等の補足情報や最新の活動については、WEBで掲載い

たしますので、本レポートと合わせてご覧ください。

お読みいただいた皆様の率直なご意見をぜひお聞かせ下さい。

About this Report
「サステナビリティレポート2008」について

編集方針
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WEB マークをつけた内容は、当社WEBサイト「環境・CSR活動」
にて情報を掲載しています

（2001年1月、三菱グループ28社で構成される金曜会にて申し合わされた現代解釈）
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